
「わしのちゃん」

H I G A S H I  C H I C H I B U

　　　　　あけましておめでとうございます！！
　　　　　　今年はねずみ年、みんなの年だね★
　　　　　　　～１２歳はどんな年にしたいかな？～

（槻川小学校５年生に抱負を書いてもらいました♪）
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春待月の出来事春待月の出来事
★１２月上旬までに開催された催しをプレイバック★★１２月上旬までに開催された催しをプレイバック★

　１１月３０日（土）、コミュニティ
センターやまなみにおいて、来春
新１年生になる児童１２名が出席
し「七つの祝い」が開催されました。
　式典では、足立村長からお祝いの言葉、
議会を代表して田中議長から祝辞をいた
だきました。その後、村と郵便局からの
記念品が代表児童２名に手渡されまし
た。
　また、保護者を代表して、尾石楓さん
（皆谷）から謝辞が述べられ、式典終了
後には、お話ポケットによる人形劇が行
われ、「パプリカ」の曲が流れると子ど
もたちは歌って踊り楽しんでいました。

一年生を迎える前の大舞台！うれしい「七つの祝い」♬

　１１月２３日（土）に、槻川小学校の体育館で放課後
子ども教室「竹楽器を作ろう」を実施しました。１年生
から６年生まで、全学年の子どもたち１０名が参加して、
白石で活動している鬼太鼓座さんのご指導のもと竹楽器
を作りました。
　切ったり削ったり、難しいところはありましたが子どもたちは
集中して見事な竹楽器を完成させました。鬼太鼓座さんとのコラ
ボレーション演奏も行い、「とっても楽しかった！」と笑顔が溢れ
る教室になりました。

放課後子ども教室を行いました！

　１１月１４日（木）、東秩父村内において比企地区文化財めぐりが
開催され、全体で約１９０名が集まり、村内からは１０名が参加しま
した。
　「松山城主上田氏ゆかりの地を歩く」というテーマで、比企地区の文化財担当
者より、安戸城の当時の役割や、上田氏関係資料が多くの残っている浄蓮寺の歴
史的な位置づけなどについて説明を受けながら参加者は一日かけて巡り、戦国時
代の雰囲気を感じていたようです。

公民館講座「比企地区文化財めぐり」を開催

　１１月２４日（日）、大字白石地内において「鳥
獣供養・狩猟安全祈願祭」が、地元猟友会（渡
邉佳亮会長）を中心に、県内外から多くの参加
者を迎え開催されました。
　この供養祭は、捕獲した鳥獣の供養をしつつ、一年
の狩猟活動の安全を祈るため、平成１７年ごろから毎
年開催されているものです。
　近年、村内の鳥獣は多種化・増加し、猟友会の皆さ
んを中心にその駆除に追われています。今回お集りの
方々は、今後も多くの鳥獣駆除を続けていくなかで、
住民の皆さんの安全・安心のために狩った命に対して
も供養の心を持ち行っていくことを確認しました。

命を取り扱う者として自然に最大限の敬意を～鳥獣供養祭を開催～
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令和元年度埼玉・冬休みすいせん図書のご案内

○小学校１・２年生向き
　アニマルバスとパンやさん
　ルルとララのおまじないクッキー　他

○小学校３・４年生向き
　森のとしょかんのひみつ
　アチチの小鬼　他

○小学校５・６年生向き
　ビターステップ
　さよなら、ぼくらの千代商店　他

～　新着図書のご案内　～
図書館からのお知らせ

　１月１日現在、村内で発注されている
道路工事等です。ご迷惑をおかけいたしま
すが、ご理解ご協力をお願いいたします。

土木工事等のお知らせ 世帯と人口　１１月中の人口動態
世　帯 １，０８２ 転　入 ６ 転　出 ９
人　口 ２，７５６ 出　生 １ 死　亡 ３
男 １，３９８ ※世帯と人口は１２月１日現在、

　その他は１１月中の動きです。女 １，３５８

もくじ

県発注工事等
・災害防除工事（皆谷工区）� 【皆谷地内】
・砂防維持修繕工事

（大内沢護岸修繕工）【大内沢地内】
・砂防施設工事

（栗和田川地すべり観測業務委託）
【坂本・皆谷地内】

・砂防施設工事（栗和田川用地測量業務委託）
【坂本・皆谷地内】

・砂防維持修繕工事（柴地すべり観測業務委託）
【坂本地内】

・社会資本整備総合交付金（砂防）工事
（上の山　地すべり観測業務委託）

【坂本地内】
・社会資本整備総合交付金

（急傾斜地）工事（宿擁壁工）
【安戸地内】

・社会資本整備総合交付金（急傾斜地）工事
（宿法面工設計業務委託）【安戸地内】

・社会資本整備総合交付金（改築）工事
（路肩拡幅工２工区）【白石地内】

村発注工事等
・東秩父村橋梁定期点検業務委託
・東秩父村橋梁長寿命化修繕工事

（坊庭橋 )【御堂地内】
・村道３１５１号線（渕の上橋）

補修工事【皆谷地内】
・村道１２０７号 ( 東町 ) 線

法面応急対策工事【安戸地内】
・村道１－２号（槻川西）線

舗装修繕工事【御堂地内】
問合せ　
　　産業建設課　☎８２－１２２２

東秩父村教育委員会開催のお知らせ
　東秩父村教育委員会を下記日程で開催します。

記
日　時　１月２１日（火）　午後１時３０分～
場　所　役場２階新会議室
問合せ　教育委員会事務局　☎８２－１２３０

催し物の紹介…………………………………………… 　２
もくじ…………………………………………………… 　３
新年のごあいさつ……………………………………… 　４
１２月定例村議会報告………………………………… 　５
表彰・受賞……………………………………………… 　６
会計年度任用職員・社会福祉協議会職員募集……… 　７
各課からのお知らせ…………………………… 　８～　９
みんなのページ………………………………………… １０
民生委員委嘱替えを行いました……………………… １１
お知らせコーナー……………………………… １２～１３
各種事業のお知らせ…………………………… １４～１５
干支の方々から抱負を一言！………………………… １６
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謹賀新年謹賀新年

活気あふれる、心のふる里を目指して

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
村
政
の
運
営
・
執
行
に
対
し
、
格
別
の
ご
厚
情
に
与
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
村
行
政
が
後
世
に
明
る
い
兆
し

を
も
た
ら
し
た
傍
ら
、
自
然
災
害
に
直
面
し
、
多
く
の
課
題
を
与
え

ら
れ
た
１
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
４
月
に
入
所
開
始
と
な
っ
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
つ
き
が
わ
」は
、

12
月
に
入
居
者
が
満
床
と
な
り
、
高
齢
者
福
祉
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
雇

用
対
策
等
の
要
と
な
る
施
設
と
し
て
今
後
の
運
営
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
定
住
促
進
事
業
の
一
環
と
し
て
移
住
体
験
住
宅
「
Ｍ
ｕ
Ｌ

ｉ
ｆ
ｅ
（
ム
ラ
イ
フ
）」
が
完
成
、運
用
開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
、様
々

な
角
度
か
ら
本
村
の
生
活
を
体
感
い
た
だ
け
る
機
会
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
よ
り
一
層
、
住
み
よ
い
村
と
な
る
よ
う
施
策
を
整
備
し
、
全
て

の
住
民
方
の
「
活
気
あ
ふ
れ
る
、
心
の
ふ
る
里
」
と
な
る
た
め
、
村

政
を
遂
行
し
て
ゆ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
出
来
事
で
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
、
台
風
19
号
の
通
過

と
本
村
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
と
考
え
ま
す
。
記
録
的
な

豪
雨
と
な
っ
た
今
回
の
台
風
に
お
い
て
、
本
村
各
地
で
土
砂
災
害
や
、

河
川
の
氾
濫
、
住
宅
被
害
、
さ
ら
に
は
断
水
な
ど
が
発
生
、
多
く
の
住

民
の
皆
さ
ま
に
堪
え
難
い
ご
心
配
を
与
え
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
Ｃ
Ｓ
Ｆ
（
豚
コ
レ
ラ
）
発
生
に
伴
う
村
内
埋
却
処
理
に
つ
き
ま

し
て
は
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
多
大
な
ご
不
安
を
抱
か
せ
て
し
ま
っ
て
お

り
、村
と
い
た
し
ま
し
て
も
そ
の
解
消
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
そ
う
い
っ
た
課
題
一
つ
一
つ
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
村

政
に
関
わ
る
者
一
丸
と
な
っ
て
解
決
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
き
ま
し
て
輝
か
し
い
１
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

東秩父村長　　
　　足 立　理 助

新春のごあいさつ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
新
春
を
穏
や
か
に
お

迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
村
議
会
に
深
い
ご
理
解
と
議
員
活
動
に
対
す
る
温
か

い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
、
昨
年

４
月
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
議
員
各
位
よ
り
ご
推
挙
い
た
だ
き

東
秩
父
村
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、
村
民
の
皆
さ
ま
と
議
員
各
位
の
ご
協

力
を
賜
り
、
東
秩
父
村
発
展
の
た
め
全
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
日
本
各
地
で
異
常
気
象
を

は
じ
め
、
自
然
災
害
の
多
い
年
で
し
た
。
19
号
台
風
で
は
、
今
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
被
害
で
し
た
。
本
村
に
お
き
ま
し
て

も
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

議
員
の
役
割
は
、
村
民
の
直
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
者
と
し

て
、
常
に
村
政
の
課
題
を
把
握
し
、
公
益
性
の
見
地
か
ら
村
全
体
を

見
据
え
、
村
民
の
多
様
な
意
見
を
村
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
、
な
お
一
層
の
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
本
年
が
東
秩
父
村
に
と
り
ま
し
て
更
な
る
発
展

の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
は
健
康
で
笑
顔
溢

れ
る
輝
か
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東秩父村議会議長
　　田 中　秀 雄
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12
月
村
議
会
定
例
会
報
告

　
村
議
会
定
例
会
が
12
月
10
、
11
日
に
開
か
れ
、
条
例
改
正
等
14
議
案
が

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

制
定
に
つ
い
て

（
内
容
）
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自

治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
29
年
法
律
第
29
号
）
の
施
行
に
よ

り
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
が
導
入
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
、
費
用
弁
償
及
び
旅
費
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法

の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

（
内
容
）
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方

自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
関
係
条
例
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

（
内
容
）
令
和
元
年
度
の
人
事
院
勧

告
に
準
拠
す
る
と
と
も
に
、
地
方
公

務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
改
正
、
成
年
被
後
見
人
等

の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正

化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、

関
係
条
例
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
村
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

（
内
容
）
職
員
同
様
に
村
長
、
副
村

長
及
び
教
育
長
の
期
末
手
当
を
改
定

す
る
も
の
で
す
。

　
　
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

（
内
容
）歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
２
億
５
４
８
７
万
７
０
０
０

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
24
億
７
５
３
５
万
９
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
１
８
０
３
万
３
０
０
０
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
４
億
３
８
３
５
万
３
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
２
０
９
万
３
０
０
０
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

１
億
１
３
６
４
万
９
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
　
条
例
改
正
等

◆
東
秩
父
村
総
合
振
興
計
画
等
審
議

会
条
例
制
定
に
つ
い
て

（
内
容
）
次
期
総
合
振
興
計
画
策
定
に

あ
た
り
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
を
含
め
た
統
一
的
な
計

画
で
策
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
運
営

に
係
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

　
や
ま
い
ち
カ
ラ
オ
ケ
会
（
代
表
：
栗
島
正
道
様
）
よ
り

１
万
８
２
２
０
円
を
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
東
秩
父
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

（
内
容
）
職
員
同
様
に
議
会
議
員
の

期
末
手
当
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
農
業
委
員
会
の
委
員
任

命
に
お
け
る
認
定
農
業
者
等
の
取
扱

い
に
つ
い
て

（
内
容
）
農
業
委
員
会
の
委
員
任
命
に

当
た
り
、
委
員
の
過
半
数
を
認
定
農
業

者
及
び
認
定
農
業
者
に
準
ず
る
者
か

ら
任
命
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な

た
め
、
認
定
農
業
者
及
び
認
定
農
業

者
に
準
ず
る
者
の
人
数
を
委
員
の
４

分
の
１
以
上
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◆
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
の
規
約

変
更
に
つ
い
て

（
内
容
）
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合

が
解
散
し
た
場
合
に
お
け
る
事
務
の

承
継
、
決
算
の
調
製
等
に
関
す
る
規

定
の
整
備
を
行
う
た
め
、
同
組
合
の

規
約
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協

議
し
た
い
の
で
、
地
方
自
治
法
第

２
９
０
条
の
規
定
に
よ
り
、
提
出
す

る
も
の
で
す
。

◆
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
の
解
散

及
び
財
産
処
分
に
つ
い
て

（
内
容
）
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合

を
解
散
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
及
び

同
組
合
の
財
産
処
分
に
つ
い
て
協

議
し
た
い
の
で
、
地
方
自
治
法
第

２
９
０
条
の
規
定
に
よ
り
、
提
出
す

る
も
の
で
す
。

◆
比
企
広
域
公
平
委
員
会
を
共
同
設

置
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及

び
同
委
員
会
の
規
約
変
更
に
つ
い
て

（
内
容
）
比
企
広
域
公
平
委
員
会
を

共
同
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
か

ら
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
を
脱

退
さ
せ
る
と
と
も
に
比
企
広
域
公

平
委
員
会
共
同
設
置
規
約
を
変
更

す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
を
し
た

い
の
で
、
地
方
自
治
法
第
２
５
２
条

の
７
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
２
５
２
条
の
２
の
２
第
３
項
の

規
定
に
よ
り
、
こ
の
案
を
提
出
す
る

も
の
で
す
。

　
　
人
事
案
件

◆
東
秩
父
村
教
育
委
員
会
教
育
長

の
任
命
に
つ
い
て

（
内
容
）
教
育
委
員
会
教
育
長
の
根

岸
敏
夫
氏
が
令
和
２
年
１
月
13
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ
と

に
伴
い
、
引
き
続
き
、
新
教
育
委
員

会
制
度
に
基
づ
く
教
育
長
と
し
て

任
命
す
る
も
の
で
す
。

　

12
月
13
日
（
金
）、
東
秩
父
村
役

場
に
お
い
て「
第
６
回
中
学
生
議
会
」

が
、
東
秩
父
中
学
校
３
年
生
の
生
徒

で
構
成
さ
れ
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、「
イ
ン
ス
タ
映

え
」
な
ど
の
若
者
独
自
の
視
点
か
ら

考
え
出
さ
れ
た
質
問
が
飛
び
交
い
、

今
の
世
代
が
不
安
視
し
て
い
る
村
の

問
題
点
を
指
摘
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、「
東
秩
父
村
を
日
本
一

の
村
に
す
る
た
め
の
決
議
」
を
採
択

し
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
村
を
い
つ
ま
で
も
か
け
が
え
の

な
い
私
た
ち
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ

り
、
埼
玉
県
唯
一
の
村
で
あ
る
こ
と

の
誇
り
を
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
中

学
生
の
言
葉
に
、
次
の
世
代
が
し
っ

か
り
育
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
立

ち
会
っ
た
人
た
ち
は
感
じ
た
よ
う
で

す
。 中

学
生
議
会
開
催
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　１１月１９日（火）、戸田市文化会館におい
て第６６回埼玉県更生保護大会が開催され、本
村保護司の小林喜一氏（安戸）が「関東地方保
護司連盟会長表彰」を受賞され、その中で代表
受領者として登壇し表彰状の伝達が行われまし
た。
　小林氏は「今回の表彰は地域の中で保護観察
対象者の再犯防止活動、社会を明るくする運動、
薬物乱用防止運動、地域の犯罪・非行の防止等
の活動に対し贈られたと思っています。今後も
地道な水面下の活動ではありますが、関係各位
のご協力と皆様の本活動へのご理解とご支援を
お願い申し上げます。」とおっしゃっていました。

関東地方保護司連盟会長表彰
小林　喜一　氏　受賞

村
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
を
表
彰

　

東
秩
父
村
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
地
方
自
治
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
方
の
表
彰
式
が
、
11
月
27
日
（
水
）
役
場
大

会
議
室
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
受
賞
さ

れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方

　
　
神
田
　
勝
雄
　
様
（
安
戸
）

　
　
立
澤
美
智
子
　
様
（
御
堂
）

　
　
奈
良
　
幸
子
　
様
（
坂
本
）

　１１月２８日（木）、さいたま市埼玉会館にお
いて令和元年度埼玉県社会福祉大会が開催され、
本村民生委員・児童委員の鈴木一男さん（坂本）
が「埼玉県知事表彰」を、関根勇夫さん（御堂）、
保泉和　さん（坂本）、髙野ゆりさん（安戸）が「埼
玉県社会福祉大会会長表彰」を受賞しました。埼
玉県知事表彰は、民生委員・児童委員として在職
期間が１４年以上でその活動が目覚ましく地域の
福祉に貢献する事が大であり、他の模範であると
認められることが評価された者、また、埼玉県社
会福祉大会会長表彰は、在職期間が１１年以上で
功績顕著で民生委員児童委員として地域での積極
的な活動が評価され受賞となりました。

埼玉県社会福祉大会会長表彰
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東秩父村社会福祉協議会（介護支援専門員）を募集します
　社会福祉協議会では、次のとおり令和元年度職員採用試験を行います。
◆採用予定年月日　　　令和２年４月１日　　　　　◆採用予定人数　　　介護支援専門員／１名
◆受験資格等
　（１）次の①～④の条件をすべて満たす方
　　　　①社会福祉、地域福祉に熱意を持つ方
　　　　②年齢５９歳以下の方（年齢制限の理由：省令１号）
　　　　③介護支援専門員の資格を有し、次のいずれかに該当する方
　　　　　・主任介護支援専門員研修を修了した方
　　　　　・主任介護支援専門員研修を受講する要件に達している方
　　　　④普通自動車運転免許を有する方（ＡＴ限定可）
　（２）次の①～③のいずれかに該当する方は受験できません。
　　　　①日本国籍を有しない方
　　　　②�成年被後見人、被保佐人（民法の一部を改正する法律（平成１１年法律第１４９号）附則第３条第３項の

規定により従前の例によることとされる者を含む。）
　　　　③禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの方
◆採用試験
　（１）試験の期日　令和２年２月１６日（日）を予定
　（２）試験の会場　東秩父村役場
　（３）試験の方法　個別面接による口述試験
◆受験手続等
　（１）応募書類の入手
　　　　①受験に必要な応募書類は１月６日（月）より本会で配布します。
　　　　②�郵送による書類請求は「職員採用試験申込書請求」と朱書きした封筒に、１２０円切手を貼った宛先明記

の返信用封筒（定形「角２号」）を必ず同封のうえ、本会へご請求ください。
　（２）応募書類の提出
　　　�　入手した応募書類の中にある「職員採用試験実施要項」にしたがい、必要な書類を本会まで受付期間内に提

出してください。
　（３）受付期間等
　　　　令和２年１月６日（月）～３１日（金）
　　　　　持参の場合：期間内の平日午前８時３０分～午後５時１５分
　　　　　郵送の場合：１月３１日（金）の消印のあるものまで有効
◆合否発表
　　　　２月中に受験者全員に対して合否を通知します。
◆問合せおよび応募書類の請求・提出先
　　　　〒３５５－０３９３　埼玉県秩父郡東秩父村大字御堂６３４
　　　　　社会福祉法人　東秩父村社会福祉協議会　　☎８２－１２３８

令和２年度から会計年度任用職員制度が始まります
　地方公共団体で雇用されている臨時・非常勤
職員の適正な任用を確保するため、また、働き
方改革や行政需要の多様化などに対応するため、
地方公務員法および地方自治法が改正され、新
たに会計年度任用職員制度が創設されることに
なりました。
　本村でも、臨時・非常勤職員制度について、
令和２年４月１日から会計年度任用職員制度に
移行します。
会計年度任用職員の勤務条件
　本村では、短時間勤務職員を「パートタイム
会計年度任用職員」、常勤職員を「フルタイム会
計年度任用職員」とし、次のような勤務条件と
なります。
※�各種手当の支給、社会保険の加入及び休暇の
適用は一定の要件があります。
※�採用までに関連する条例・規則の改正が行わ
れた場合には、その定めるところにより変更
する場合があります。

募 集 要 綱 等 に つ い て は 広 報 ２ 月 号 に て
お知らせいたします。
問合せ　総務課　☎８２－１２２１

【現行制度】
臨時・非常勤職員

パートタイム
会計年度任用職員

フルタイム
会計年度任用職員

任用方法 臨時職員等登録名簿
の中から選考

広く公募して採用試験（面接試験等）
又は選考を経て、任用することにな
ります。

任用期間 一会計年度（４／１～３／３１）ごとの任用になります。
【令和２年度】令和２年４月１日から令和３年３月３１日
まで
（年度内に任期の更新をする場合もあります。）

任用の条件 １年 １年
（再度の任用回数の制限はありません）

休　　日 土・日曜日、祝日および年末年始
※�パートタイム職員は上記に加え勤務を割り振られていな
い曜日等があります。

※部署によって異なる場合があります。
休 暇 等 年次有給休暇 年次有給休暇

特別休暇
年次有給休暇
特別休暇

給 料 等 村で定めた時間給等 職員と同様の給料表を使用し、月給
または時間給で支給

期末手当 非常勤職員のみ支給 一定の条件を満た
せば支給

支給
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確定申告に必要な「利用者識別番号」の
事前取得をお願いします

　令和元年分の所得税確定申告書の提出方法
が、紙から電子申告（e－Ｔａｘ）となります。
電子申告することで、源泉徴収票等の証明書
類添付が省略できるほか、還付申告の場合に
は、従来に比べ早期還付が可能となります。
　なお、電子申告で、確定申告する方は「利
用者識別番号」が必要となります。申告会場
でも取得できますが、自宅にインターネット
環境がある方は、待ち時間短縮のため、事前
に取得をお願いします。取得した番号は印刷
して申告会場へ持参してください。
　昨年、役場で確定申告し、利用者識別番号
取得届を提出した方は、既に取得しています
ので、再度の取得は不要です。
問合せ　　税務課　☎８２－１２２４

道路工事によるイーグルバス停留所休止のお知らせ
　村道１－２号（槻川西）線舗装修繕工事「終日全面通行止め」実施により、イーグルバス停留所「半
場」を、下記のとおり休止いたします。
　お客様には大変ご迷惑おかけ致しますが、何卒ご理解の程よろしくお願い申し上げます。

バス停留所「半場」休止期間：１月１４日（火）～１８日（土）

※�休止期間中は、バス停留所「半場」の乗降は出来ません。最寄りのバス停留所「和紙の里」または「東
秩父中学校前」をご利用ください。
※天候等により休止期間が変更となる場合がありますので、予めご了承ください。
問合せ　　企画財政課　☎８２－１２５４

地域共生社会の実現に向けて
～障害のある人の地域生活を知ろう～

日　時　　１月２１日（火）午後２時～３時３０分（１時３０分開場）
場　所　　東秩父村コミュニティセンター「やまなみ」
定　員　　３０名（申し込み順）
対　象　　比企地域にお住まいの方
内　容　　�障害のある人たちが安心して地域で暮らすためにはどのような周囲の理解やサポートが必要

になるかを、障害当事者の体験談を交えながら、地域の皆さんと一緒に考えます。
問合せ・　比企地域基幹相談支援センター 
　申込み　☎２１－５５７０

令和元年度　第５回　ココロをつなぐ芸術展
展示期間　　１月２１日（火）～２６日（日）　午前１０時～午後５時
会　場　　滑川町エコミュージアムセンター　セミナーハウス
入場料　　無料
内　容　　比企地域の精神に障害のある当事者のかたが自己表現したアート展
主　催　　比企地域自立支援協議会
問合せ　　住民福祉課　　　　　　☎８２－１２２６
　　　　　比企生活支援センター　☎８１－７１４５

文化財防火訓練を開催します！！
　貴重な文化財を災害から守り、後世へ伝え
ていくため、地域の皆さまをはじめ、多くの
方々の参加をお願いします。
　みなさんの参加をお待ちしています。
日　時　　１月２６日（日）
　　　　　午前９時３０分～
場　所　　安戸地内・身形神社
実施機関　　�小川消防署東秩父分署・東秩父消

防団・在家２区及び帯沢住民（令
和元年度住宅防火モデル地区）・
東秩父村教育委員会

問合せ　　小川消防署東秩父分署
　　　　　☎８２－１２１５
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移住促進住宅建設設計事業について
　本事業は、来年度に建設工事を行う予定でしたが、台風第１９号の被害により、道路等のインフラ
復旧を優先するため、移住促進住宅建設工事を先送りにします。
　現在では、近隣住民の方々からのご意見に基づいて設計事業者と最終調整ができ、近隣住民の方々
に最終確認を行っています。
　その後、資料としてまとめ、奥沢下区の皆様に本事業の今後について説明会を実施する予定です。
問合せ　　企画財政課　地域政策担当　☎８２－１２５４

令和２年４月からスプレー缶等の出し方が変わります
　昨今、スプレー缶の内容物が原因による爆発火災事故が全国各地で発生しており、小川地区衛生組合
管内（小川町、嵐山町、滑川町、ときがわ町、東秩父村）においても年間数回のごみ収集車火災事故が
発生しております。このため、スプレー缶の出し方が下記のとおり変更になります。

①中身を使い切り、可能な限りフタ，キャップ，ラベルは取り外してから出してください。
②穴はあけずに出すことができます。
③ビニール袋等には入れずスプレー缶専用カゴに直接入れてください。
④プラスチック製であっても、火気厳禁や高温注意等と書いてあればスプレー缶として出してください。
⑤スプレー缶は絶対にほかのごみ等に混入させないでください。火災、爆発事故の原因になります。
⑥フロンが入ったものは回収できません。
⑦中身を使い切ることが困難な場合は、保健衛生課へお問合せください。

　現在、第１火曜日の「金属類」の日に収集していますが、令和２年４月以降は第２火曜日に「スプレ
ー缶等」として収集します。
　なお、令和２年４月より開始となるので、令和２年１月から令和２年３月までの間は従来通り、風通
しの良い屋外等にて穴開けしたスプレー缶を「金属類」収集日に出してください。
　令和２年４月以降、スプレー缶の収集日以外（金属類、缶類の収集日等）にスプレー缶が混入してし
まうと、ごみ収集車及び処理施設での火災、爆発事故の原因となり大変危険ですので必ず決められた収
集日に、上記方法を厳守のうえ出してください。
　ご理解、ご協力をお願いします。� 問合せ　　保健衛生課　☎８２－１７７７

秩父税務署からのお知らせ
①平成３１年４月１日以後の申告書の提出の際、「源泉徴収票等」の添付が不要となりました。
　【添付が不要となる主な書類】
　　●給与所得、退職所得及び公的年金等の源泉徴収票
　　●上場株式配当等の支払通知書
　　●特定口座年間取引報告書　など
◇ご注意ください！！
　◎�税務署・市役所（役場）などで確定申告を作成する場合には、源泉徴収票等が必要ですので、忘

れずにお持ちください。

②スマホでラクラク確定申告
　令和元年分確定申告から（令和２年１月から）は、スマホ専用画面をご利用いただける方の範囲が
大幅に広がります！
　医療費控除やふるさと納税（寄附金控除）をはじめ全ての所得控除（配偶者控除や扶養控除など）に
対応するなど、たくさんの方の申告が、ますますカンタン・便利になります！
　なお、ご利用いただくためには、税務署にてＩＤ・パスワードの取得が必要となります。
　・申告者ご本人の運転免許証などの本人確認書類が必要です。
　・お手続きは、約５分で終了します。

◎ご不明の点につきましては、税務署にお気軽にお問合せください。
　　　秩父税務署　個人課税部門　☎０４９４－２２－４４３３（代表）
　　 ※自動応答音声による案内がございますので、「２」番を選択してください。
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人
権
シ
リ
ー
ズ

文

芸

椎
茸
の
も
ど
し
汁
入
れ
け
ん
ち
ん
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
山
け
さ
子

手
作
り
野
菜
刻
み
け
ん
ち
ん
汁
作
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

き
み

か
ら
す
瓜
枝
よ
り
枝
へ
下
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

落
合　

七
郎

も
み
ぢ
晴
れ
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
二
周
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
田　

久
子

晩
秋
の
山
よ
り
の
風
首
す
く
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西　
　

ツ
ル

杜
入
口
も
み
ぢ
紫
が
か
り
散
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
西
カ
ナ
メ

か
ら
す
瓜
指
に
さ
は
れ
ば
凹
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
野　

ト
ヨ

秋
祭
り
ひ
よ
つ
と
こ
三
角
餅
撒
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場　
　

芳

風
強
し
古
マ
フ
ラ
ー
を
二
巻
き
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

𠮷
田　

愛
子

山
の
柚
子
ま
ば
ゆ
き
程
に
熟
れ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
沢
き
く
え

駅
通
り
は
な
水
木
み
な
濃
き
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

好
子

坂
登
る
園
児
ら
元
気
み
か
ん
狩
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

ツ
子

 

み
ど
う
の
杜
俳
句
会

    

白 

石 

短 

歌 

会

台
風
で
一
夜
に
て
変
る
風
景
に

あ
る
種
の
予
感
強
く
打
ち
消
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
美
枝
子

辛
き
事
悲
し
き
事
も
乗
り
越
へ
て

良
き
年
信
じ
て
迎
へ
む
と
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

美
江

八
人
の
孫
の
二
番
目
の
吉
報
は

外
国
ハ
ワ
イ
か
ら
の
ス（
結

マ婚

ホ式
）

の
映
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石　

礼
子

良
き
村
に
満
足
し
つ
ゝ
は
や
米
寿

世
界
の
平
和
願
い
つ
余
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
阿
里
子

安
納
芋
掘
る
や
特
大
持
ち
き
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

啓
子

小
座
布
団
編
み
か
ぎ
針
の
落
ち
易
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
野
は
つ
志

丹
精
の
く
じ
や
く
サ
ボ
テ
ン
真
つ
白
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

才
子

み
か
ん
畑
日
毎
色
づ
き
枝
し
な
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口
利
江
子

霜
除
け
の
笹
か
ぶ
せ
け
り
青
菜
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
宮　
　

勉

竹
林
に
霜
の
真
白
し
夜
祭
り
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
崎　

真
人

銀
杏
の
落
つ
る
ま
ま
な
り
遺
跡
杜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
屋　

厚
子

大
鍋
に
最
後
の
い
ち
ぢ
く
ジ
ャ
ム
と
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
部
冨
美
子

道
脇
の
無
人
販
売
柚
子
並
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
雁　

功
子

山
畑
の
土
手
穂
芒
の
み
な
傾
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
口　

侚
子

山
道
に
沿
ひ
て
野
菊
の
途
切
れ
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
野
さ
き
子

風
通
る
軒
に
二
段
や
柿
吊
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

美
子

363

 　
　
『
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
に
向
け
て
』

　

埼
玉
県
で
は
、
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、「
す
べ
て
の

人
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら
共
に
生
き
る
社
会
を
実
現
す

る
こ
と
」
を
基
本
理
念
と
し
た
埼
玉
県
人
権
施
策
推
進
指
針
を
定
め
、

そ
の
中
で
、
次
の
三
つ
が
共
に
実
現
し
た
社
会
を
人
権
尊
重
社
会
と

い
っ
て
い
ま
す
。

１　

一
人
一
人
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
社
会

　

�　

人
権
と
は
、
す
べ
て
の
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
も
っ
て

い
る
権
利
で
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
、
誰
か

ら
も
侵
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
基
本
的
な
権
利
で
す
。　

一
人
一
人

が
尊
厳
を
も
っ
た
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
社

会
。

２�　

機
会
の
平
等
が
保
証
さ
れ
、
一
人
一
人
の
個
性
や
能
力
が
発
揮

で
き
る
社
会
。

　

�　

す
べ
て
の
人
は
平
等
で
あ
っ
て
、
性
別
、
年
齢
、
障
害
の
有
無
、

社
会
的
身
分
、
門
地
、
民
族
等
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
一
人
一
人
の
個
性
や
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
機
会
が
保
証
さ

れ
、
誰
も
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
。

３　

一
人
一
人
の
多
様
性
を
認
め
合
い
、
共
に
生
き
る
社
会

　

�　

す
べ
て
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
や
価
値
観
を
尊
重
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
格
や
個
性
を
認
め
合
い
、
安
心
し
て
共
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
社
会
。

　

社
会
で
は
、
い
じ
め
や
児
童
虐
待
、
高
齢
者
な
ど
社
会
的
弱
者
に

対
す
る
虐
待
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
な
ど
、
様
々
な
人
権
問
題
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
決
し
て
他
人
事
で
は
な
く
、
誰
も
が
加
害
者
に
も

被
害
者
に
も
な
り
う
る
も
の
で
す
。

　

ま
ず
は
実
際
に
社
会
の
中
で
様
々
な
人
権
問
題
が
生
じ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
く
こ
と
。
そ
し
て
、
一
番
大
事
な
の
は
相
手
の
気
持
ち
に

寄
り
添
い
、
理
解
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

東
秩
父
村
副
村
長　

大
島　

健
治
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民生委員・児童委員委嘱替え
　厚生労働大臣から３年の任期で委嘱されている民生委員・児童委員並びに主任児
童委員の任期が満了となり１２月１日付けで一斉改選による委嘱替えが行われ、今
回２１名の委員のうち４名の委員が替わられました。任期は、令和４年１１月３０
日までの３年間です。
　１２月６日に役場において委嘱状伝達式が行われ、委員互選により会長に鈴木洋
三氏、副会長に大野好子氏、鈴木一男氏が選出されました。

●
新
任
委
員
（
４
名
）

　

栗
島　

孝
好
氏　

御
堂
（
川
上
）
地
区
担
当

　

金
子　

幸
枝
氏　

坂
本
（
落
合
・
和
知
場
・
上
の
山
・
内
手
）
地
区
担
当

　

落
合　

晋
作
氏　

大
内
沢
（
上
の
貝
戸
・
井
戸
・
大
宝
）
地
区
担
当

　

内
田
ま
さ
江
氏　

皆
谷
（
新
田
・
八
重
蔵
）
地
区
担
当

●
退
任
委
員
（
３
名
）

　

栗
島　

富
雄
氏　

在
職
24
年

　

石
川　
　

康
氏　

在
職
24
年

　

保
泉　

和　

氏　

在
職
12
年

長
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

落合　晋作　氏 栗島　孝好　氏

内田  まさ江　氏 金子　幸枝　氏

氏　

名　
　
　
　

担
当
区

　

笠
原　

健
次　
　
（
安
戸
）
宿

　

豊
田　

由
夫　
　
（
安
戸
）
在
家
１

　

吉
野　

清
二　
　
（
安
戸
）
在
家
２

　

護
守　
　

明　
　
（
安
戸
）
帯
沢

　

関
根　

勇
夫　
　
（
御
堂
）
川
下

　

栗
島　

孝
好　
　
（
御
堂
）
川
上

　

萩
原　

義
博　
　
（
御
堂
）
萩
平

　

鈴
木　

洋
三　
　
（
御
堂
）
向
掘

　

江
原　

由
喜　
　
（
奥
沢
）
半
場
・
腰
村

　

植
松　

裕
司　
　
（
奥
沢
）
関
場
・
青
木
の
下

　

金
子　

幸
枝　
　
（
坂
本
）
坂
本
下

　

田
中　

惠
子　
　
（
坂
本
）
坂
本
中
・
新
井
・
柴

　

鈴
木　

一
男　
　
（
坂
本
）
栗
和
田

　

大
野　

好
子　
　
（
大
内
沢
）
居
用
・
堂
平
・
白
石

　

落
合　

晋
作　
　
（
大
内
沢
）
上
の
貝
戸
・
井
戸
・
大
宝

　

関
口　

敬
子　
　
（
皆
谷
）
皆
谷
・
小
安
戸

　

内
田
ま
さ
江　
　
（
皆
谷
）
新
田
・
八
重
蔵

　

礒
田　

淳
子　
　
（
皆
谷
）
森
の
脇
・
湯
の
木
・
皆
谷
中

　

渡
邉　

城
子　
　
（
白
石
）
白
石

　

髙
野　

ゆ
り　
　

主
任
児
童
委
員

　

白
石　

晶
子　
　

主
任
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員
名
簿
（
敬
称
略
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
・
・
・

　�

　
核
家
族
化
が
進
み
、
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
が
薄
く

な
っ
て
い
る
昨
今
、
子
育
て
や
介
護
の
悩
み
を
抱
え
る

人
や
、
障
害
の
あ
る
方
・
高
齢
者
な
ど
が
独
立
し
、
必

要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
時
に
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
な
る
の
が

「
民
生
委
員
」
な
の
で
す
。
支
援
を
必
要
と
す
る
住
民
と

行
政
や
専
門
機
関
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
を
務
め
て
く
れ

ま
す
。
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どこかで買う「タバコ」ならタバコは「地元」で買いましょう

１
月
は
村
県
民
税
第
４
期
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
７
期
の
納
期
で
す

産業建設課 82-1222（土木）、82-1223（観光）・教育委員会 82-1230・保健センター 82-1557・包括支援センター 82-1116

旧優生保護法による優生手術などを受けた方へ
一時金の対象となる方について
　・以下の①または②に該当する方で、現在、生存されている方が対象となります。
　　①　昭和２３年９月１１日から平成８年９月２５日までの間に、旧優生保護法に基づき優生手術を受けた方
　　　　（母体保護のみを理由として手術を受けた方は除きます）
　　②　①のほか、同じ期間に生殖を不能にする手術または放射線の照射を受けた方
　　　　（�母体保護や疾病の治療を目的とするなど、優生思想に基づくものでないことが明らかな手術などを受

けた方を除きます）
一時金の請求手続きについて
　・お住いの都道府県窓口に請求書を提出してください。（郵送による提出も可能です）
　・請求書や添付書類（診断書・領収書）の様式は都道府県のホームページや窓口から入手できます。
　・請求期限は、平成３１年４月２４日（法律の施行日）から５年以内です。
一時金の金額
　・一時金の金額は、３２０万円（一律）です。
問合せ
　《埼玉県　旧優生保護法一時金受付・相談窓口》
　☎０４８－８３１－２７７７（専用ダイヤル）
　　受付時間　　午前９時～午後５時（月曜日から金曜日。土曜祝日、年末年始を除く）
　　所  在  地　　埼玉県さいたま市浦和区高砂３－１５－１　県庁本庁舎４階

パラリンピック聖火ランナー募集
　東京２０２０埼玉県聖火リレー実行委員会は、パラリンピック聖火ランナーを募集中です。「ぜひとも、埼玉
県を走りたい」という方のご応募をお待ちしています。
募集期間　　１２月１６日（月）～２月１５日（土）
募集人数　　２９人
応募要件　　�２００８年（平成２０年）４月１日以前に生まれた人（２０２０年８月１日時点で１８歳未満の人

は保護者の同意が必要）、埼玉県にゆかりがある方、自分の意思で火を安全に運ぶことができる人（国
籍・性別・障がいの有無は問いません。介添えスタッフのサポートは必要に応じて可能です。）

応募方法　　県ホームページの応募フォームに必要事項を入力してください。
　　　　　　県ホームページアドレス
　　　　　　　https://www.pref.saitama.lg.jp/oly-para/events/ptr-torchbearer.html 
問  合  せ　　埼玉県聖火ランナー募集コールセンター　☎０４８－８２５－１１３０
　　　　　　受付時間　午前９時～午後６時
　　　　　　（※土日祝日、１２月２８日～１月５日は除く）

交通事故被害者のご家族への援助金について
　埼玉県交通安全対策協議会では、埼玉県内に在住する交通遺児等を対象に援護金を給付しています。
※�「交通遺児等」とは、交通事故（陸海空全ての交通機関の運行により生じた事故）により死亡または重い
障害を負った保護者に養育されている平成１３年４月２日以降に生まれた乳幼児並びに児童・生徒

給付対象となる同居世帯の総所得額
給付対象の子どもの人数 同居世帯の総所得額

１人 ２，７４０，０００円以下
２人 ３，１２０，０００円以下
３人 ３，５００，０００円以下
４人 ３，８８０，０００円以下
５人以上 ４，２６０，０００円以下

給  付  額　　子ども１人につき１０万円
給付時期　　令和２年５月上旬（４月末までに「給付決定通知書」を送付）
申請書の配布先
　　　　　　東秩父村役場（その他市町村窓口）、学校等
提出期限　　令和２年１月３１日（金）まで
提  出  先　　みずほ信託銀行浦和支店に郵送または持参
　　　　　住所：さいたま市浦和区高砂２－６－１８
　　　　　電話：０４８－８２２－０１９１

問  合  せ　　埼玉県県民生活部防犯・交通安全課　☎０４８－８３０－２９５８
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おしらせ  農地を農地以外に使用する場合には許可が必要です

納
税
は
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

記事の問合せは、総務課 82-1221・企画財政課 82-1254・税務課 82-1224・住民福祉課 82-1226・保健衛生課 82-1777

自衛隊からのお知らせ
【１月自衛官候補生採用試験】

年　齢　１８歳以上３３歳未満の者
受　付　受付中～１月９日（木）
試験日　１月１７日（金）・１８日（土）のいずれか１日
※�自衛官候補生の受付は、年間を通じて行ってお
ります。

問合せ　自衛隊埼玉地方協力本部熊谷地域事務所
　　　　☎０４８－５２２－４８５５

高齢者・障がい者のための
成年後見無料相談会および講習会

　ご本人の老後はもちろん、高齢者・障がい者の
家族等の不安などについて相談に応じます。「ひと
り暮らしの今後が心配」、「遺産分割協議をしたい
けど、父が認知症でどうしたらよいか」、「知的障
がいを持つ子どもの将来が不安」などのお悩みに
対応します。
日　時　　１月１８日（土）
　　　　　①講演会
　　　　　　（テーマ：成年後見および相続について）
　　　　　　午前９時３０分～１０時４５分
　　　　　②面接相談　
　　　　　　午前１１時～午後４時（要予約）
　　　　　③電話相談　午前１１時～午後４時
　　　　　　（予約不要、当日のみ通話可）
　　　　　　相談電話番号
　　　　　　　☎０４８－８７２－８０５５
講演会および面接相談場所　
　　　　　ウェスタ川越　研修室２・３
予約方法　　�１月１６日（木）午後５時までに電話予

約
相談料　　面接・電話とも無料
　　　　　（ただし通話料は相談者の負担）
問合せ・　埼玉司法書士会事務所
　予約　　☎０４８－８６３－７８６１

乳幼児健康診査
日　時　１月２１日（火）
　　　　午後１時～１時３０分受付
場　所　保健センター
対象者（生年月日）�　
３～４ヶ月児： ２０１９年　８月２０日～

２０１９年１０月２１日
６～７ヶ月児： ２０１９年　５月２０日～

２０１９年　７月２１日
９～ 10ヶ月児： ２０１９年　２月２０日～

２０１９年　４月２１日
１歳６ヵ月児： ２０１８年　５月２０日～

２０１８年　７月２１日
２歳６ヵ月児： ２０１７年　５月２０日～

２０１７年　７月２１日
３歳６ヵ月児： ２０１６年　５月２０日～

２０１６年　７月２１日
持ち物　�３～４ヶ月児、６～７ヶ月児、９～１０

ヶ月児：母子手帳、問診票、バスタオル
１歳６ヶ月児、２歳６ヶ月児、３歳６ヶ
月児：母子手帳、問診票、普段使ってい
る歯ブラシとコップ、バスタオル

※バスタオルは診察時に使います。
※前回受診できなかった方もお出かけください。
※対象者には個別通知いたします。
問合せ　保健センター　☎８２－１５５７

求人企業合同面接会
～県内企業多数参加予定、

採用担当者と直接話してみましょう～
日　時　　１月２２日（水）
　　　　　午後１時～４時
　　　　　（受付：正午～午後３時３０分）
場　所　　大宮ソニックシティビル４Ｆ
　　　　　市民ホール
対　象　　�令和２年３月に大学・短大・専門学校

卒業見込みの方、
　　　　　３年以内の既卒の方
その他　　予約不要、入退場自由、
　　　　　履歴書複数持参（当日コピーも可）
　　　　　求人企業情報を来場者全員に配布
　　　　　�参加企業名は当協議会ウェブサイトに

掲載（１月６日（月）より掲載予定）
問合せ　　埼玉県雇用対策協議会
　　　　　☎０４８－６４７－４１８５
　　　　　【埼玉県雇用対策協議会ウェブサイト】
　　　　　http://www.kotaikyou-saitama.ne.jp/ひとりぼっちをなくそう in 比企

～いっしょに想いを語りませんか？～
日　時　　１月２２日（水）午後１時～４時
場　所　　滑川町役場　２階・大会議室
定　員　　６０名
　　　　　（申込不要・参加費無料・当日先着順）
対　象　　�精神障害者当事者・支援者・学生・精

神保健福祉に興味のある方ならどなた
でも

内　容　　体験発表と交流会
問合せ　　埼玉県精神障害者団体連合会ポプリ
　　　　　☎０４８－８２２－９３６９
　　　　　（日・火・木曜の午後１時～４時半まで）

第７回里親制度普及講座
日　時　　２月２４日（月）
　　　　　午後１時３０分～４時
場　所　　坂戸市文化施設オルモ２階
　　　　　情報研究室
対　象　　里親制度に興味のある方
費　用　　無料
内　容　　①さくっ！と分かる里親制度
　　　　　　（埼玉県の里親制度についての説明）
　　　　　②『ありがとう、オカン』上映
　　　　　　�（血のつながらない里子たちと里親

「オカン」の絆を描いたドラマの上映）
その他　　事前に電話でお申込みください
問合せ・　児童養護施設　埼玉育児院
　申込み　☎０４９－２３１－２１０７
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和紙の里コーナー

問合せ　和紙の里☎８２－１４６８

〇心配ごと相談・行政相談　合同相談所
日　時　　１月１６日（木）
　　　　　午後１時～３時
場　所　　役場１階中会議室
内　容　　日ごろのご近所トラブル
　　　　　身近な心配ごと　等
　　　　　�また、行政に対する疑問や問題など

ありましたら「行政相談」でご相談
ください。

　　　　　どんなことでもお聞きします
問合せ　　社会福祉協議会　☎８２－１２３８
　　　　　総務課　　　　☎８２－１２２１

１月の相談窓口

１月の休日当番医

※�近年、日曜日の診療を行っている医院等が多くなってきたため、４月より休日当番医は祝日および祝日の振替日の
みの紹介となりました。日曜日に診察を行っている医院等については東秩父村ホームページをご参照ください。

月　　　日 曜日等 医療機関名 診療科目 所在地 電　　　話
　１月　１日 祝（水） 埼玉成恵会病院 内科・外科・整形外科 東松山市石橋１７２１ ☎ 23-1221
　　　　２日 木 小川赤十字病院 内科 小川町小川１５２５ ☎ 72-2333
　　　　３日 金 東松山市立市民病院 内科・整形外科 東松山市松山２３９２ ☎ 24-6111
　　　１３日 祝（月） たばた小児科 小児科・アレルギー科・内科 吉見町久米田６１６－８ ☎ 54-8822

〇相談員による消費者相談
日　時　　毎週金曜日
　　　　　午前１０時～午後３時３０分
場　所　　産業建設課
内　容　　�クーリングオフ等のお買い物トラブ

ルや「これって詐欺じゃない？」と
いった疑問に応じます。

　　　　　最近、訪問販売の詐欺が急増中！
　　　　　だまされる前にまず相談を！！
問合せ　　産業建設課　☎８２－１２２３

＊年始の予定

　　１日
　　　　　年末年始休業（全館閉館）
　　３日
　　４日　営業開始（売店・食堂・伝習館）
　　↓楮かしきのため紙漉き体験はお休み
　１０日
　１１日　通常営業開始

　４日～１０日まで、「楮かしき」
を行います。和紙の原料となる楮を
加工する作業は、和紙の里の年始の
風物詩として有名です。
　ぜひお越しください！

６月官庁仕事初め
９木わしのカフェ

12日 成人式
26日 かるた大会（小学生）

26日 文化財防火訓練

（１月）
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ちいきおこしきょうりょくたいつうしん
東秩父村を全力応援！！

～初めての大イベント、和紙フェス～

※時間は全日午前１０時～１１時３０分です。
※�子育て支援センターの利用時間は午前９時～午後４時で

す。

期　　　日 事　業　名 場　　　所 内　　　容
　８日（水）のびのび広場

子育て支援
センター

おはなし会
１５日（水）あそびの教室 お正月あそび
２２日（水）のびのび広場 リズムあそび
２９日（水） 鬼のお面作り

　子育て支援センターは就学前のお子さんと保護者の方が気
軽に参加できるサロンです。
　１歳未満のお子さんも大歓迎です！

子育て支援センターだより（１月）

問合せ　子育て支援センター　☎８２－０６０１

和紙フェスは、着任して初めての大きなイベントで、企画・
準備から関わらせていただきました。今年はユネスコ登録５
周年ということもあり皆様の作品や染めた和紙を用いて新し
く万灯の和紙を張り替えました。ご自分の作品を見つけるこ
とはできたでしょうか。また、東秩父村の和紙と養蚕の歴史
を辿り、以前使われていた紙漉き道具や蚕の繭をイメージし
た竹のドームに和紙で装飾を施し夜のランタンナイトでは和
紙の里があたたかい灯りに包まれました。今回は紙漉きの研
修生や拓殖大学の学生さんたちと準備を進め、一緒に和紙フ
ェスを盛り上げる活動が出来たことは良かったです。

また、和紙フェスの２日間に、地域おこし協力隊活動 PR
＆のごんぼうの PR ブースを設けました。私たちの今までの
活動のパネル展示の他、のごんぼうを使ったシフォンケーキ
を試食していただき、アンケートを実施しました。村外の方
ではのごんぼうを知らない方が大半で、村内でも知らない方
がいらっしゃいました。これからもっとのごんぼうを多くの
方に知っていただけるように頑張っていきたいと思います。

　冬のお楽しみ、おゆうぎ会！ここで初めてお
ゆうぎを習う子も多いのです（＾＾）
　おゆうぎは、言葉ではなく「表現」をするこ
とを身につけ、豊かな発育をうながすもの。お
子さんの成長の過程で必要なのです！
　また、今回は特別企画！保護者の方がお子さ
んのために踊りを頑張って練習し、披露してく
れました♡お子さんも大喜び、とても記念に残
る会でした。
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干支の方々から

ひとこと！！！

６０歳！
大澤　孝さん

　東秩父村にお嫁に来て、 ８年が経と
うとしています。 ２人の子宝に恵まれ、
子育てに奮闘する日々を送っています！
　娘の毎日の音読や、 今日ね…と学
校の話を聞いたり、 息子とこしょこしょ
ごっこや戦いごっごをするのが楽しいで
す。 仕事から帰ってきた夫に、 みんな
で 「おかえりー！」 を言ったり、 みんな
で夕食を食べる時間、 みんなでゲーム
をしたり、 笑い合う時間が大好きです。
　そんな家族の時間を大切に、 子ども
の成長を見逃さないように過ごしてい
きたいです！

３６歳！
鈴木景子さん

　４回目となる干支を迎えられることができ、
健康で生活ができることに改めて感謝して
います。
　地元の会社に勤めて以来、 様々な地域の
活動に参加し、 多くの方々のお世話になっ
ています。
　大変なこともいろいろありますが、 これか
らも人との出会いを大切にして、 どんな困
難にぶち当たっても明るく頑張って
いきたいと思います！

４８歳！
馬塲一裕さん

　 還 暦 を 迎 え て、 所
いわ

謂
ゆる

 

 「本
ほん

卦
け

還
がえ

り」 とも云われる

人生の節目の年廻りとな

り、 感慨も一
ひと

入
し お

です。

心新たに己の務めに精
せい

励
れい

し、 出来得れば、 少しでも

地域のために役立つ身の

上で有りたいと願います。

２４歳！
飯野翔吾さん

　年男が縁起が良いといわれる理由
が、 神様のご加護をより受けられると
いう考え方が一般的だそうです。 今年
で自分は年男が２回目ということで、
１２歳の時にそれを経験したわけでは
ありますが、 これといってよかったこと、
悪かったことなんて今では覚えていま
せんし、 ２４歳になっても未だに神の存
在すらも信じていないのが現状です。
　なので、今年もあまり期待しませんが、
思い出に残るような年にしたいですね。

　早いもので、 ６度目の干支を迎えました。
幸い健康にも恵まれ、 現在も建設業に携
わっています。内装工事が主な仕事ですが、
完成時にお客さまに喜んでいただける時が
私の至福の時です。
　そのために 「生涯現役」 を目標に、 健康
管理やウォーキングをし、 時には美術館を
訪れてストレス発散をし、 体力づくりをして
います。
　今まで、 多くの方々に支えられてここまで
来られたましたので、 これからは自分の仕
事を通して、 村や地域の皆さまに
貢献したいです。

７２歳！
保泉文男さん

皆さんありがとうございました！
今年一年のご活躍を

お祈りいたします！！
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